
外用殺菌消毒剤

単包装の消毒剤含浸綿棒シリーズ

２０１１年６月作成

１１.０６.１０K

HYPO  2%  AL  COTTON  SWAB  16２％チオ硫酸ナトリウム・エタノール含浸綿棒

詳細は、Ｄ．Ｉ．欄又は製品添付文書等をご参照ください。

〔禁忌（次の部位には使用しないこと）〕
　●損傷皮膚及び粘膜
〔注意〕
　●外用にのみ使用すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［要約］

薬価基準未収載

単包装の消毒剤含浸綿棒製剤なので、
１．調製の手間や鑷子等の準備が不要で、業務の省力化が可能です。
２．微生物汚染の心配がなく、衛生的です。
３．開封後直ちに使用でき、在宅医療等にも適しています。
４．フィルムの開封や薬液の塗布が容易で、使用性に優れています。



チオ硫酸ナトリウム・エタノールは、ヨウ素脱色作用のあるチオ硫酸ナトリウムと消毒作用のあるエタノール

を含有する外用殺菌消毒剤で、そのチオ硫酸ナトリウム・エタノールを含浸させた綿球や綿棒は、院内におい

てポビドンヨード等のヨウ素系殺菌消毒剤による消毒後、皮膚等に残留したヨウ素の脱色に用いられています。

しかし、院内で調製する際には、消毒剤・滅菌綿球・滅菌綿棒の準備、万能壺の洗浄・滅菌等の手間や経費が

かかり、また、調製後は微生物汚染に十分に注意し、使用期限を管理する必要があります。

ハイポ２％AL綿棒１６は、２％チオ硫酸ナトリウム・エタノール（日局エタノール６５vol％含有）を、直径（脱脂

綿部）１６mm綿棒に含浸させた単包装の綿棒製剤なので、調製の手間を省き、簡単かつ衛生的に使用できます。

業務の省力化

経済的

使い残しがなく、消毒剤や綿球・綿棒の
無駄な消費をなくすことができます。

衛生的

単包装の使い切りなので、消毒剤や綿球・
綿棒の継ぎ足し等の不衛生な使用を防止し、
衛生的に使用することができます。また、
調製後の使用期限等の管理も不要です。

消毒剤・滅菌綿球・滅菌綿棒の準備、万
能壺・鑷子の洗浄・滅菌等が不要なので、
業務の省力化が可能です。��

簡単

開封後直ちに使用することができます。
また、携帯にも便利で、いつでも、どこ
でも手軽に使用でき、往診、訪問看護や
在宅医療にも適しています。��
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開封の方法

１ ２ 4３

ハイポ２％AL綿棒１６には、様々な工夫が施されています……

持手タブ 太い軸
毛羽立ちの
少ない脱脂綿

フィルムの開封を容易に
するため、開封口には持
手タブを設けています。

適度な柔軟性のある太軸
の綿棒を用いています。

厚みのある
トレー

消毒部位の繊維残留を抑え
るため、毛羽立ちの少ない
脱脂綿を用いています。

脱脂綿部の型崩れを防ぐ
ため、厚みのあるトレー
を用いています。

トレー１本をミシン目より切りはなします。
タブを持ち、フィルムをはぎ取ります。

トレー２本分のタブを持ち、フィルムをま
とめてはぎ取ります。

●１本ずつ開封する場合 ●２本まとめて開封する場合



効能・効果、用法・用量

包装

組成・性状

殺菌効果

グラム陽性菌、グラム陰性菌、真菌及び消毒薬抵抗性が強い非定型抗酸菌の計１２菌種に対し、ハイポ２％AL綿棒１６

の絞り液の　　　 における殺菌効果について試験した結果、clean条件及びdirty条件のいずれの条件下においても、

グラム陽性菌、グラム陰性菌、真菌に対しては１５秒以内で、非定型抗酸菌に対しては６０秒以内で殺菌し、優れた殺菌

効果が確認されました１）。

● 組成

　 綿棒１本あたり２w/v％チオ硫酸ナトリウム液５．０mL含浸
　 添加物としてエタノール、pH調整剤を含有する。

● 性状

　 脱脂綿部は白色でほぼ楕円球状の固体である。

　 本品の絞り液は、エタノール（日局エタノール６５vol％）を含有する無色の液である。

（　　　 試験）in vitro 

in vitro 
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≦１５秒間
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≦１５秒間

供試菌株

≦１５秒間
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≦１５秒間

≦１５秒間
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Staphylococcus  aureus  IFO １２７３２

Staphylococcus  aureus（MRSAｰ０１）

Staphylococcus  epidermidis ATCC １２２２８

Escherichia  coli IFO ３８０６ 

Proteus  vulgaris  IFO ３９８８

Pseudomonas  aeruginosa IFO １３２７５

Serratia  marcescens 

Candida albicans

 IFO １２６４８

Burkholderia cepacia IFO １５１２４

Mycobacterium  fortuitum NBRC １３１５９

３０秒間 ６０秒間 ６０秒間Mycobacterium  chelonae ATCC １４４７２

６０秒間 ６０秒間 ６０秒間Mycobacterium terrae ATCC １５７５５

≦１５秒間 ≦１５秒間 ≦１５秒間 IFO １５９４

dirty条件
（２％酵母添加）

dirty条件
（０．２％アルブミン添加）

clean条件

＊：９９．９９９％以上の減少に要した時間
●健栄製薬株式会社　社内資料：ハイポ２％AL綿棒１６の殺菌効力について

綿棒の大きさ
約１５４mm

約１６mm

約３２mm

実物大

● 効能・効果
　 皮膚面及び手術用器具類・布類に付着したヨードチンキ類のヨウ素の脱色、消毒

● 用法・用量
　 ヨードチンキ塗布による皮膚面（手術部位及び手術者の皮膚）及び手術用器具類・布類に付着したヨウ素の脱色並び

　 に消毒剤として塗布または洗浄等にそのまま使用

ハイポ２％AL綿棒１６：#１６綿棒×１本×５６（２連×２８）
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ハイポ２％AL綿棒１６

HYPO  2%  AL  COTTON  SWAB  16

「禁忌を含む使用上の注意」の改訂に十分ご留意ください。

商　品　名

〈注　　意〉
（１）開封時及び開封後は、微生物による汚染に注意すること。脱脂綿部に指が触れないよう注意すること。
（２）開封後は速やかに使用すること。
（３）引火性、爆発性があるため、火気（電気メス使用等も含む）には十分注意すること。

〈安定性試験〉３）

　最終包装製品を用いた加速試験（４０℃、７５％RH、６ヶ月）の結果、通常の市場流通下において２年間安定であることが推測され
　た。

〈貯　　法〉気密容器・遮光して、火気を避けて室温保存
〈使用期限〉容器等に表示

#１６綿棒×１本×５６（２連×２８）

〈組成〉
　綿棒１本あたり２w/v％チオ硫酸ナトリウム液５．０mL含浸
　添加物としてエタノール、pH調整剤を含有する。
〈性状〉
　脱脂綿部は白色でほぼ楕円球状の固体である。
　本品の絞り液は、エタノール（日局エタノール６５vol％）を含
　有する無色の液である。

［詳細は添付文書等をご参照ください。］

禁忌（次の部位には使用しないこと）
損傷皮膚及び粘膜［損傷皮膚及び粘膜への使用により、刺激作用を有する。］

本剤は使用濃度において、栄養型細菌（グラム陽性菌、グラム陰性菌）等には有効であるが、芽胞（炭疸菌、破傷風菌等）及び大
部分のウイルスに対する効果は期待できない。

外形
寸法（mm）

約１６ 約３２ 約１５４

ca b

c

a

b

〈生物学的同等性試験〉２）

　ハイポ２％AL綿棒１６と標準製剤の殺菌効果について、 in vitroの最小発育阻止濃度（MIC）法、最小殺菌濃度（MBC）法及びKe-
 　lsey-Sykes法により比較した結果、両剤の生物学的同等性が確認された。

一般名：チオ硫酸ナトリウム水和物
化学名：Sodium Thiosulfate Hydrate
分子式：Na２S２O３・５H２O
分子量：２４８．１８
性　状：無色の結晶又は結晶性の粉末で、においはない。
　　　　水に極めて溶けやすく、エタノール（９９．５）にほとんど溶けない。
　　　　乾燥空気中では風解し、湿った空気中で潮解する。

使　用　上　の　注　意

使用上の注意の改訂に
十分留意すること。

包　　　　　　　　　装

用 　 法 　 ・ 　 用 　 量

効 　 能 　 ・ 　 効 　 果

禁　　　　　　　　　忌

取 扱 い 上 の 注 意

薬　　効　　薬　　理

皮膚面及び手術用器具類・布類に付着したヨードチンキ類のヨウ素の脱色、消毒

ヨードチンキ塗布による皮膚面（手術部位及び手術者の皮膚）及び手術用器具類・布類に付着したヨウ素の脱色並びに消毒剤とし
て塗布または洗浄等にそのまま使用

 １．重要な基本的注意
（１）眼に入らないように注意すること。
　　眼に入った場合には水でよく洗い流すこと。�
（２）広範囲又は長期間使用する場合には、蒸気の吸入に注意す
　　ること。（エタノール蒸気に大量にまたは繰り返しさらさ
　　れた場合、粘膜への刺激、頭痛等を起こすことがある。）
　２．副作用
　　本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査
　　を実施していない。

 ３．適用上の注意
（１）人体
　　１）投与経路：外用にのみ使用すること。
　　２）使用時：同一部位（皮膚面）に反復使用した場合には、
　　　脱脂等による皮膚荒れを起こすことがあるので、注意す
　　　ること。
（２）その他
　　１）使用時：血清、膿汁等の蛋白質を凝固させ、内部にまで
　　　浸透しないことがあるので、これらが付着している医療
　　　器具等に用いる場合には、十分に洗い落してから使用す
　　　ること。
　　２）器具等材質：合成ゴム製品、合成樹脂製品、光学器具、
　　　鏡器具、塗装カテーテル等には、変質するものがあるの
　　　で注意すること。

過　敏　症注)

皮　　　膚注)

発疹等

刺激症状

頻度不明

注）症状があらわれた場合には、使用を中止すること。

文献請求先

主 要 文 献

　主要文献に記載の社内資料につきましても下記にご請求下さい。
　健栄製薬株式会社　学術情報部
　〒５４１－００４４　    大阪市中央区伏見町２丁目５番８号　電話番号０６（６２３１）５６２６　FAX番号０６（６２０４）０７５０　

１）健栄製薬株式会社 社内資料：ハイポ２％AL綿棒１６の殺菌効力について
２）健栄製薬株式会社 社内資料：ハイポ２％AL綿棒１６の生物学的同等性について
３）健栄製薬株式会社 社内資料：ハイポ２％AL綿棒１６の経時安定性について

有 効 成 分 に 関 す る
理　化　学　的　知　見

組 　 成 　 ・ 　 性 　 状


